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光化学系 u:似合体 (PSIl)は、太|似光エネルギーを'I:=.物が利用可 が|民|勺し、CIは1';)版元ぷである尖ぷイオン (Br-)及びヨウ来イオ
tìËな化学エネルギーに安換するとともに、水分1(j'Í~ ・ 般"t，m' I=反応を ン(nと交換可能であることがわかっている。CIーを Br-に交換し
触似する脱蛍白白桜合体である。との反応を触媒する Mn4Ca05ク た場合、 PSIlの般ぷ先生活性仙は変化しないが、日i限度r-条件下
ラスターの周りには多数の水分子と幾つかのイオンがイバEし、水分 では psrの酸素発生活1'1:値はゼロになってしまう。ところが、 r
解反応によって似/1¥されたプロトンを効率良く PSIlの外側ヘ排出 による椴素発生阻;与はIf逆的な反応であり、 lー に交換した後、再度
する役'，i;りをもっ。 PSII の光化学反応によって形成される ~llぷー分子は CI-または Brーに交燃すると酸ぷ発生許可'IHiI'iは1"，1復する(似11)。
PSI 内で起こる水分Jl!t・殿ぷ発生の仕組lみはぷだ先令には翌日解され ヨウ紫イオンよるPSI内部の立体構造変化
ていない。 この反応の仕組みを完全IqíU~1し、その成果を人工光合成 X線結品構造解析は蛋白質の立体椛泊を決定するために利1+1する
側先の免震に繋げることが、技々光作成研究省の使命の l つである。 ll~もイ i効な手法であるが、解析制度は作製する蛋(1\' '1料品の質に大





























|刈2:(A) 1- 交換による l つrlの CI・ (CI- l) の紡介1m位付近のfJl~~変化。 リジン残基のfl!i?l変化が確認され、陰イオンの{立問もiE化している(亦矢印). (B) 1-炎換によ
る2つrlのCI-(Cl・2)の配i(tf$位付近の制定i変化。|岱イオンの(，'mが変化し(亦矢印)、さらに車両しい1-(ト3)が鮎介している。数仙の1位はん
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